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論　　文　　の　　要　　旨
　閉塞性脳血管障害に対する頭蓋内外血管吻合術（EC／ICバイパス）は，1967年D㎝aphyと
Yasargilによって報告されそ以来，現在では広く行われている手術法であるが，その手術適応や効
果判定については，いまだ十分な緒論は得られていない。
　本研究・の目的は，超音波定量的血流量測定装置（U1tras㎝ic　Quantitative　F1ow
Measureme趾：UQFM）ならびに脳波等電位地図（Co㎜p耐ed　MapPi㎎ofEEG：CME）を用いて，
EC／ICバイパス手術の有効性を客観的にかつ非侵襲的にとらえることである。
　亙．対象および方法
　脳血管研究所附属美原記念病院において施行された浅側頭動脈一申大脳動脈吻合術（STA－MCA
吻合術）120例のうち，術後にUQFMおよびCMEの両検査を施行した10例を対象とした。
　方法は，浅側頭動脈（STA）を側頭耳前部で手指圧迫し，圧迫前および圧迫申に，UQFMなら
びにCMEの検査を行った。
　UQFMによって圧迫前および圧迫申の総頸動脈血流量を知り，圧追中に低下する血流量をSTA
の血流量と仮定した。また，そのSTAの血流量がどの程度脳機能の改善に関与していたかを，
STA圧迫前および圧迫中に行ったCMEによって，半定量的に画像表示した。
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　なお，対照として，バイパス手術未施行例15例に同様の検査を施行した。
　巫．結果
1）STA－MCA吻合術施行例10例の病変部位，バイパス手術よりUQFM，CME施行までの経過月数，
STA圧迫前，圧埠中のUQFM所見およびその変化，STA圧迫中のCME所見の変化を測定し分析
した。
2）STA－MCA吻合術施行群10例のSTA圧迫前，圧迫中のUQFMによる総頸動脈平均血流量は，
STA圧迫前8．54±1．98㎜1／s㏄に対し，圧迫中6．72±2．31㎜1／secであり，統計学的に有意な低下を
認めた（P＜O．001）。
3）STA－MCA吻合術施行群ユO例中5例にSTA圧迫申CME所見の悪化が認められた。すなわち
CME上δ波，θ波の電位の増加，あるいはα波の電位の低下が半定量的に画像表示された。しか
もこの5例とも，STA圧迫解除後には圧追前の所見にもどった。
4）対照群15例のSTA圧迫前，圧迫申のUQFMによる総頸動脈平均血流量には，統計学的に有意
な変化は認められず，STA圧迫中のCME所見にも，全例変化は認められなかった。
　阻．考按
　STA－MCA吻合術の有効性の評価は，術後の臨床症状の改善ならびに将来の脳梗塞発作の予防と
いう観点から，種々の補助検査を用い，様々な角度から検討されている。効果判定を客観的にとら
える方法としては，脳血管撮影をはじめ，多くは侵襲的あるいは繁雑な方法で，術後反復して頻回
に行うことは困難であるが，超音波ならびに脳波は，非侵襲的かつ簡便であるので，術後の反復検
査が可能であり，長期にわたって追跡することもできる。
　現在までにも，超音波を用いてSTA－MCA吻合術後の評価を行った報告は散見されるが，今回，
著者等は，超音波ドップラー法と超音波パルスェコートラッキング法を利用したUQFMを用いて，
バイパスの疎通性およびバイパス血流量を測定した。また，さらにその血流量が，どの程度脳機能
の改善に関与しているかを検討するために，STA圧追前，圧迫中にCMEを行い，所見がどのよう
に変化するかに着目した。結果は，症例の半数に，STA圧追中にCME上の悪化（バイパス側にみ
られるδ帯域およびθ帯域の電位の増加あるいはα帯域の電位の低下）が認められたわけであるが，
このことは，STA－MCA吻合術症例の半数は局所脳がバイパス血流に依存している，すなわちバイ
パスが有効であったということを示唆している。
　w．緒論
　UQFMおよびCMEを組みあわせることによって，STA－MCA吻合術後の評価を，血行動態なら
びに脳機能の面から判定可能であることを述べたが，これらは非厚襲的かつ簡便な方法であり，バ
イパス術後の評価に有用な検査法であるといえる。また今後さらに多くの症例にこれらの検査法を
施行し，STA－MCA吻合術が有効であったと判定された症例の，術前の様々な臨床データをre－
trospectiveに解析することによって，現在なお混沌としているEC／ICバイパスの手術適応は，よ
り明確なものとなるであろうと考える。
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審　　査　　の　　要　　旨
　閉塞性脳血管障害の増加に伴い，その治療として頭蓋内外血管吻合術ほかの血管外科が，近年さ・
かんに行われるようになって，見るべき成績をあげている。
　著者は超音波定量的血流量測定法と脳波等電位地図法を主として用いて，頭蓋内外血管吻合術を
評価し，その成果が本論文となった。
　患者についての臨床研究は各種の制約が多いが，著者は非侵襲的方法である超音波と脳波を用い，
手術後の脳血行動態と脳機能の面から，本手術を評価し，将来の手術適応の明確化をはかったもの
で，この分野の進歩に貢献するところが大きいと評価され，また同氏は今後臨床研究者としての，
基本的能力を身につけているものと評される。
　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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